
 

 

大阪市 非公開文化財の特別公開事業 

宝樹寺 阿弥陀如来坐像 

２02６年１０月16日（金）～１７日（土）午後１時～４時 

長安寺 阿弥陀如来立像 

於：天王寺区城南寺町 長安寺本堂 資料代 100円 

（大阪メトロ・近鉄 上本町駅から北東へ徒歩10分） 

主催：大阪市教育委員会・大阪密教美術保存会 



 

 

上本町駅11番出口 

宝樹寺 

上本町5丁目交差点 

日時：202６年１０月１６日（金)～１７日(土) 

      午後１時～４時（入場３時半まで） 

場所：天王寺区城南寺町５－１３ 長安寺本堂 

大阪メトロ・近鉄電車上本町駅11番出口 

北東へ徒歩10分 上本町5丁目交差点を東 

2つ目の交差点を北へ 

資料代：100円（学生無料） 

※申し込みは不要です。 

 会場には段差があります。 

 文化財保護課学芸員の解説あり。 

問い合わせ先： 

大阪市教育委員会文化財保護課 

電話：０６－６２０８－９１６８ 

長安寺 阿弥陀如来立像 
主催：大阪市教育委員会・大阪密教美術保存会  共催・朝日新聞社 

大阪市 非公開文化財の特別公開 

長安寺（ちょうあんじ）は、天王寺区城南寺町に所在する浄土宗の寺町寺院で、

1720年頃の『蓮門精舎旧詞』によれば、天正年間（1573～1592）の創建とい

います。本尊の阿弥陀如来立像は、像高が163.0cmの等身大の像で、、体内に

寛文3年（1663）に再興した際の文書を納入しています。体部は再興時の制作

で、頭部は14世紀代の古像を転用したとみられます。寺町に伝来する、阿弥陀

如来の貴重な古仏で、このような公開は、はじめての機会となります。 

 

                         大阪密教美術保存会 会長 玉島 興雅 


